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 乗鞍岳における登山届の提出促進 
 
１ 事 業 費   ７，６００（29,181→36,781） 
            【財源内訳】      【主な使途】 

         一般財源 7,600     委託料 6,617（事業委託）                    
 
 
２ 背景・事業目的 

本年３月、活火山である乗鞍岳において噴火警戒レベルが導入され、
噴火時の影響範囲が明らかになった。 

このため、県では関係条例（※）を改正し、登山届の提出を義務付け
る対象地域に乗鞍岳を１２月１日から追加予定。 

これを踏まえ、乗鞍岳における登山届の提出義務化に係る環境整備な
どを行う。 

   ※岐阜県北アルプス地区及び活火山地区における山岳遭難の防止に関する条例 

 
３ 事 業 概 要 

山岳遭難防止対策事業費(7,600 千円) 
〇登山届ポスト及び登山届提出義務化の周知看板を、乗鞍岳の全ての

登山口に設置。 
〇条例対象エリアの境界を示す標柱を作製。 

＜登山届ポスト、周知看板（イメージ）＞     ＜標柱（イメージ）＞ 

 

 

 

所 属 
危機管理部危機管理政策課 

山岳遭難・火山対策室 

係 名 山岳遭難・火山対策係 内線 3347 

（款）２総務費 （項）６防災費 （目）(1)防災総務費 

（明細書事業名）○防災運営費 

防災対策費 
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家畜防疫対策の推進 
 
 
１ 事 業 費   ５６９，５２０（383,485 → 953,005） 
            【財源内訳】       【主な使途】 

国庫    191,062    需用費 178,160 
一般財源 378,458   委託料 292,900 

   旅費    21,000 
   補助金  38,950 

 
２ 背景・事業目的 

本年５月までに発生した３農場において実施した豚コレラに係る防疫
措置に要した経費を措置する。 

また、豚コレラ発生に伴い、移動・搬出制限等を行った農家に対し、
経営支援を実施する。 
 

 
３ 事 業 概 要 

（１） 豚コレラ防疫措置 (530,570 千円)  
本年４月及び５月に３農場で発生した豚コレラに係る殺処分、埋却、

消毒ポイントの設置・運営、衛生資材の購入など防疫措置にかかる経
費を措置。 

 

（２） 豚コレラ移動・搬出制限農場支援事業費等 (38,950 千円） 
豚コレラ発生により家畜伝染病予防法に基づく豚等の移動・搬出制

限や、出荷自粛を措置した農場に対し、出荷できないことによる掛増
し経費を補助。 

 

 

 

所 属 農政部家畜防疫対策課 

係 名 防疫指導係 内線 2886 

（款）６農林水産業費 （項）２畜産業費 （目）(3)家畜保健衛生費 

（明細書事業名）○家畜伝染病予防費 家畜伝染病予防事業費 
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  所 属 環境生活部環境企画課 

    係 名 生物多様性係 内線 2700 

    所 属 農政部家畜防疫対策課 

    係 名 防疫企画係 内線 2886 

    
所 属 農政部農村振興課鳥獣害対策室 

    
係 名 鳥獣害対策第二係 内線 3175 

 
野生いのしし対策の強化 

 
１ 事 業 費   ３０，２１３（1,392,568 → 1,422,781） 
            【財源内訳】         【主な使途】                    

国庫 21,150 需用費 4,260 
一般財源 9,063 委託料 10,260 
  補助金 11,100 
    

２ 背景・事業目的 

野生いのししによる豚コレラまん延防止対策を強化するため、経口ワク
チン散布エリアの拡大、野生いのしし捕獲の強化、豚コレラが発生した農
場周辺の豚コレラウイルス浸潤状況調査、生息頭数の把握を実施する。 

 
３ 事業概要 

（１）有害捕獲の強化(11,100 千円) 
経口ワクチン散布対象エリアで有害捕獲した野生いのししを中央家

畜保健衛生所まで運搬した捕獲従事者を対象に、捕獲報奨金を増額し、
野生いのしし生息頭数の更なる縮減に取り組む。 

新（２）豚コレラウイルスの浸潤状況調査等(15,113 千円) 
陽性いのししが長期間発見されていない地域の清浄化確認の調査を

行うとともに、豚コレラ対策の先進地である欧州の事例調査を行う。 
また、豚コレラ発生農場周辺等におけるウイルスの存在状況を調査し、

経営再開に向けた情報提供を行う。 

新（３）野生いのししの生息頭数の把握(4,000 千円) 
野生いのしし対策の強化、経口ワクチン散布の重点地域の選定に役立

てるため、現在の生息頭数等を推計する。 
 
 

＜参考＞経口ワクチン散布エリアの拡大(外部資金 36,719 千円) 
新たに陽性いのししが確認された地域へ散布エリアを拡大。 
 
 
 

 （款）４衛生費 （項）６環境管理費 （目）(2)環境管理推進費 

（明細書事業名）○鳥獣保護費 鳥獣保護推進等事業費 

（款）６農林水産業費 （項）２畜産業費 （目）(3)家畜保健衛生費 

（明細書事業名）○家畜伝染病予防費 家畜伝染病予防事業費 

（款）６農林水産業費 （項）１農業費 （目）(3)農山村振興費 

（明細書事業名）○鳥獣害防止対策費 鳥獣害防止対策費 


